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トを用いて、NPGL 及び NPGM の生理機能の解
明を目的とした。
第 1 章　ニワトリを用いたNPGL 脳
室内慢性投与の成長及び摂
食量に及ぼす影響























第 2 章 ラットを用いた NPGL の白
色脂肪組織における de novo  
脂肪合成及び摂食行動に及
ぼす影響



















NPGL は飢餓時に備えて、de novo 脂肪合成の亢
進や摂食行動の亢進により脂肪量を調節する因子
であることが示唆された。


























































第 5 章　ラットを用いた NPGM の脂
肪蓄積に及ぼす影響


















織における de novo 脂肪合成の亢進も認められた。
さらに、NPGM が交感神経活動の抑制を介して
作用することが示唆された。以上より、NPGM 










NPGL 及び NPGM が脂肪組織の de novo 脂肪合成
を亢進させる作用が示された。これまで、脂肪組





















用いて NPGL 及びNPGM の生理作用を調べる必
要がある。
　ラットにおいて NPGL 及び NPGM は同一細胞
で産生され、同様の生理作用を有することを明ら
かにした。一方でNPGL と NPGM は軸索終末へ
の輸送が異なる可能性があり、NPGL は恒常的に
軸索終末に輸送され、NPGM は刺激に応じて輸
送が開始されることが示唆された。本研究により
両者はともにインスリン低下に応答して遺伝子発
現が増加することを示したが、その他にも両者を
制御する因子が存在する可能性があるため、遺
伝子発現のみならず軸索輸送についても検討す
